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土木専攻 20 名

建築専攻 20 名 土木専攻 20 名

機械専攻 20 名

ビジネスコース

デザインコース

会計分野、起業分野(ﾃﾞｻﾞｲﾝ含)

を中心に学習する

高知県立高等学校の分校並びに課程、学科及び科の設置に関する規則の一部改正の概要

（高知県立安芸桜ケ丘高等学校の学科改編について）

80 名

40 名

40 名

・基礎学力を含め、専門科の基礎、基本を確実に身に付けるためのカリ

キュラムを実践し、社会に貢献できる人材を育成する。

・機械土木科においては、「機械専攻」を新たに設置し、ものづくりの役

割を理解し、理論的に思考、表現できる人材を育成することで社会の

ニーズに対応していく。

・ビジネス科においては、これまでの簿記や会計を中心とした会計分野

に加え、起業（アントレプレナー）分野を意識した、地域社会の活性

化を目標とする科目を設置し、探究活動を通してチャレンジ意欲を持

った人材を育成する。

・将来的には、地域住民と共に学べるカリキュラムづくりを推進し、地

域の学びの拠点としての役割を果たす。

・基礎学力を確実に身に付けさせ、公務員受験指導を含めた就職支援をさらに充実し、就職率 100％の進路保障ができる学校

・機械土木科においては、ものづくりの基礎・基本を重視し、理論と実践を通して専門的知識・技術を学ぶ体制の充実した学校

・ビジネス科においては、起業を意識した商品開発や地域活動を通し、ビジネスのスペシャリストを育む学校

・地域と連携した防災教育やまちづくりなどの地域協働活動等の取り組みを推進し、地域住民から信頼される学校

目指す生徒像

・自己の目標を設定し、その実現に向けて主体的に学び続ける生徒

・確かな学力、豊かな心情、心身の健康を目指し、礼儀と秩序を尊ぶ生徒

・専門科としての特色ある学習を通して、自ら求め、考え、行動できる生徒

・専門分野における地域の課題を探究し、地域を牽引する意欲を持った生徒

学校の目指す姿

環境建設科

現 行

情報ビジネス科

改編後 （R4～)

学科改編について学科改編のイメージ

機械土木科

80 名

40 名

ビジネス科
40 名

（～R3）

商
業
に
関
す
る
学
科

ビジネスに関する基礎的、基本的知識を身に付けるとともに、起業を意識した商品開発や地域活性化活動をとお
して、地域や社会の在り方について探究し、課題や目標に対してチャレンジできる人材を育成する。
①ビジネス分野の基礎的な知識の習得
②起業に必要な知識や意欲の修得
③グローバルな視野で社会をとらえ、即応できる知識や社会性を身に付ける
④資格検定 簿記検定（２級・３級） 日本商工会議所

簿記実務検定（１級・２級・３級） 全国商業高等学校協会
ビジネス文書実務検定（１級・２級・３級）全国商業高等学校協会
情報処理検定（１級・２級・３級） 全国商業高等学校協会
商業経済検定（１級・２級・３級） 全国商業高等学校協会
秘書検定（２級・３級） 実務技能検定協会
ＭＯＳ、地域創生士

地域密着の学びで高知の未来を担う人材を育成

機

械

土

木

科

機械で育む、生きる力

土木で築く、輝く未来

機械分野に関する基礎的、基本的知識を身に付け、ものづくりの役割を理解し、企業や社会に貢献できる人材を
育成する。
①機械分野の基礎的な知識の習得 ②機械工学に必要な技術や技能の修得 ③機械に関して理論的に思考、表
現できる ④資格検定 普通旋盤作業２級、機械･プラント製図３級、アーク･半自動溶接、二種電気工事士

機 械 専 攻

土木分野に関する基礎的、基本的知識を身に付け、建設業の役割を理解し、社会に貢献できる職業人としての
資質、能力を育成する。
①土木分野の基礎的な知識の習得 ②土木工学に必要な技術や技能の修得 ③土木に関する課題を自ら発見
し、解決する意欲を持たせる ④資格検定 測量士補、２級土木施工管理技術検定

土 木 専 攻

ビ

ジ

ネ

ス

科

県産業界
企業見学、インターンシップ、講演会
デザインコンペ等

東部地域団体等
民間企業、地域住民、市役所、小中学校等
講演会、インターンシップ、ボランティア
課題研究発表会等

大学や工業高等専門学校
土木・建築等実習技術指導
商・工業科外部講師招聘

大学、県産業界や地域の団体などの支援を受け、
魅力ある学校づくりを進めていく。

地域
協働


